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利用カテゴリ  計算サーバ 

 

SALE code (Simplified Arbitrary Lagrangian Eulerian, [Amsden et al., 1980]) を惑星科学衝突研

究用に改良された iSALE （Wünnemann et al., 2006）を用いて，惑星の表層進化過程に於ける海

洋への小天体衝突の数値モデル化するための計算を，iSALE がインストールされている計算サー

バで実施した計算結果を用いて，津波の伝播及び遡上計算を行う津波計算コードJAGURSへの入

力方法について検討した．さらに次のプロジェクト化に向けた検討状況を下記の学会等で報告し

た． 
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